『小紋雅話』の仕掛け ～伝統的意匠と諧謔性～ by 岩崎 均史
はじめに





































































































































図 5 図 6 図 7
図 8 図 9 図 10 図 11 図 12
26
図 13 図 15 図 16
図 13–21 は縦縞のパターン応用。
図 14
図 17 図 19 図 20 図 21図 18




図 33 図 34 図 35 図 36
図 29 図 30 図 31 図 32
図 27 図 28図 26
28





図 43 図 44 図 45
29
図 46 鱗のパターン
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図 47–50 鱗の応用
図 54–55 蜀江の応用
図 51 亀甲のパターン 図 52 亀甲の応用













































































12) 谷峯蔵は、『遊びのデザイン～山東京傳「小紋雅話」～』（注 5 参照）において、連続紋以外の大柄
な意匠を「七五三の配置、つまり黄金分割にひとしい構図の応用となってもいる」と説明している。
全てを検証したわけではないが、確かに構図的に確認できるものは少なくない。これなどが、煩雑
に見えない一つの要因なのかも知れない。
13) 京都市下京区高辻通の染呉服製造卸　高田勝株式会社でおよそ二十種を超える『小紋雅話』の意匠
が染められている。『小紋雅話』にはない色（染色）は社長の高田啓史氏の美意識により決められ
るが、全体に落ち着いた色調の小紋に整えられている。
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